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1.はじめに

平成元年 3月、学習指導要領が全面的に改正され、中学校技術・家庭科においては、最

近の社会における情報化の著しい進展と家庭の機能の変化に対応するため「情報基礎」及

び「家庭生活」の 2領域が新設された l)。これに対応して現場では、平成 5年 4月からの

「情報基礎」の指導に向けて、教具としてのパソコン、ソフトウェアの整備充実が進めら

れているが、指導内容や指導にあたる教員の実態をはじめとして、多くの問題をかかえて

いるのが実情である。そこで本報では、この領域の指導に関して、山口県内技術科教員の

実態を把握し、今後の「情報基礎」の指導の充実をはかる目的からアンケート調査2)を実施

したので、その結果を集約して報告する。

2.調査方法及び内容

調査は、山口県内全ての公立中学校194校の技術科教員253名を対象に質問紙法により、

平成 3年 7月 1日に実施した。その結果回答があったのは、 105校128名からであり、回収

率は50.6％であった。なお調査項目は、次の通りである。(I)技術科教員の実態、 (2)コン

ピュータの操作経験、（3)プログラミング言語の使用状況、(4) 「情報基礎」の履修と指導

観点、(5) 「情報基礎」の指導計画、 (6) 「情報基礎」の履修にあた っての課題。

＊山口大学教育学部

＊＊山口大学教育学部（院）
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3.集計結果及び考察

3. 1 技術科担当教員について

今回の調査で回答を得た技術科教員の出身学部と年齢別構成を図 1、2に示す。

工学部 (7.8り

60オ代 (3.9幻

30オ代 <29.7'.)

図 1 出身学部 図 2 年齢別構成

この内75.0％が教育学部出身者で占められており、 40代の教員が他の年代に比べて少ない

ことがわかる。山口県においては、全体として技術科教貝は不足傾向にあり、そのため定

年後に講師として採用された60オ代の教員にも依存している実態がある。図3は、技術科

教員が指導をする上で、得意とする領域について順位を示したものであるが、 「木材加

工」、 「電気」を上位にあげるものが多い。
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図 3 得意領域

一方、新設領域「情報基礎」に対しては、下位に位置づける教員が多く、この領域の指

導に関して、今後多くの課題の解決が要請されなければならないことがわかる。

3. 2 コンピュータの操作経験について

図4は、コンピュータに関する操作の経験について回答を得た結果を示している。
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図4 操作経験 （複数回答）
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図5 ソフトウエアの利用状況

この図から、ソフトウェアの活用に関する操作経験が最も高い比率を示し、プログラミ

ングについては、 30オ代の教員の操作経験の比率がやや高い。このことは、対象とした教

員のうち工学部出身者などは別として、 CAIをはじめ校務の必要から、研修その他に

よってコンピュータに対する知識、技能を習得したとも考え られる。 しかしその一方で、

操作経験のない教員が全体として25.0％みられ、 50オ代以上でその比率が扁い。図5は、技

術科教員が現在までに利用したことがあるソフ トウェアについて回答を得たものを示 して

いる。これより 、ワープロの利用が、回答者の59.4％で最も多く、次いで表計算、図形作

成、データベースの順に利用がなされている実態がわかる。

3. 3 プログラミング言語について

大学の学部在学中から今日 まで、技術科教員が学習してきたプログラム言語と現在使用

している言語について回答を得た結果を図 6に示す。
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図6 プログラミング言語（複数回答）

これよ り、工学部出身者を中心に FORTRAN、アセンプラなどの学習がなされてい

るが、回答者の約半数以上がBASICを学習し、これを使用していることがわかる。こ

れは、この言語が初心者向きであることや、先進的な教員によって作成された CAIソフ

トが、この言語で作成されていることが多いことにも関係があるものと思われる。

3. 4 「情報基礎」の履修について

選択履修領域の一つである「情報基礎」について、平成 5年度における選択希望につい
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ての集計結果を図 7に示す。

図 ．6

選択する (39.8"<1 

考慮中は9.2'4)

図 7 情報基礎の選択希望
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図8 選択しない又は考應中の理由 （複数回答）

選択しない又は考慮中である教貝が、それぞれ4.7%、49.2％と半数以上を占めている。そ

の理由として図 8からわかることは、設備面をはじめとして、指導する上での知識、技能

の不足や研修の不足などの要因から、この領域の指導に関して、多くの教員が不安を抱い

ていることにもよる。この実態を踏まえて、すみやかに人的物的な面での条件整備が必要

である 。図 9は、 「情報基礎」を指導する上で、どのような観点からこの領域をとりあ

げ、指導するかを示したものである。
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図9 指導観点

指導の観点として「操作」 「しくみ・構成」 「情報活用能力の育成」などを多くの教員

が上位にあげているが、 「コ ンピュータの役割 ・影響」 「情報モラルの育成」などの指導

については、相対的に教員の意識が低いことがわかる。情報化の進展の著しい今日社会で

は、 生徒の情報活用能力の育成と同時にこの面の指導の充実が望まれるところである。

3. 5 「情報基礎」の指導計画について

「情報基礎」の履修学年、履修対象について技術科教員の希望を示したものが図10、11で

ある。
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ア） 「内容」の全てを第 1学年で指導する
イ） 「内容」の全てを第2学年で指導する

図11 履習対象

ウ） 「内容」の全てを第3学年で指導する
エ） 「基本操作」の内容のみを第 1学年で指導する

1 残りの内容は第 2学年で指導する
2 残りの内容は第3学年で指導する
3 その他

オ） 「基本操作」の内容のみを第2学年で指導し
残りの内容は第3学年で指導する

カ） 各学年で指導する
キ） その他

図10 履習学年

これより、 全ての内容を第 3学年で指導したいと考えている教員が最も多い。次いでC

A Iに対する配慮からか、基本操作を第 1学年や第 2学年で取り扱い、残りの内容を第 3

学年で指導 したいと考えている教員も多くあることがわかる。 しかし、本来学校全体で実

施される情報教育や他教科も含めた CAIの目的のために、その指導を技術科のみが請け

負い、早い学年から、コンピュータに関する基本操作を「情報基礎」の一部として指導し

ていくことについては、問題があるようにも思われる。なお履修対象については、 75.0％の

教員が第 1、2学年の必修領域と同様、全ての生徒を対象とした情報教育にしたいと考え

ていることがわかる。

図12、13は、「情報基礎」の指導時間と指導内容の希望について調査 した結果を示 したも

のである。
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図12 指導時間 ア） ハードウエアの理解を中心とした指導
イ） ソフトウエアの利用を中心とした指導
ウ） プログラミング学習を中心とした指導
エ） ハードウエアの理解とソフトウエアの利用を中心とした指導
オ） ハードウエアの理解とプログラミング学習を中心とした指導
カ） ソフトウエアの利用とプログラミング学習を中心とした指導
キ） その他

図13 指導内容
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ア） ‘ノフトウエアをIIjいたハードウエアのシュミレーション
イ） ワンポー ドマイコンの製作

ウ） 中央処理装世などの実物見本など 区］15 利用を希望するソフトウエア （複数回答）
エ） 制御をと りいれた教材
オ） その他

図14 ハードウエアを理解するための教材

指導時間については、 35時間を希望する教員が最も多く、その指導内容についてもソフ

トウェア主、ハードウェア従3)の傾向がうかがえる。

次に「情報基礎」の指導にあたって、ハードウェアを理解するための教材と利用を希望

するソフトウェアについて調査した結果を図14、15に示す。ハードウェアの理解について

は、専門用語をはじめ論理回路の指導など、中学生に理解させにくい内容を含んでいると

考えられているのか、 CAIのシュミレーションの利用を上位にあげ、制御を取り入れた

教材がそれに続いている 。一方、ソフトウェアの利用については、ワープロが上位を占

め、図形作成、統合型、表計算のソフトウェアがそれに続いている。山口県では、現在の

ところ多くの学校で、 「情報碁礎」に関するソフトウェアの整備が遅れているのが現状で

ある。したがって、高額であるソフトウェアについては、数種の機能を持つ統合型のソフ

トウェアの希望が強いことに反映されている。

図16、17には、 「情報基礎」の指導にあたって、プログラミングの学習の採択の有無を調

査した結果を示す。

とりいれる (3¥．3%)

とりいれない (9.4>.)

図16 プログラミングの学習についての希望

その他 (3.1%)

慨念を指導 15.5%) BASIC （絞認）

図17 プログラミングに使用する言語

プログラミングにおける生徒の理解力と教員の知識、技能の不足も反映して、

考慮中や取り入れないという意見の占める比率が裔い。なおプログラミングの学習で使用

する言語としては、教員自身にとって習得をはじめ指導しやすいと思われている BASI

Cを62.5％の教員が希望している。

3. 6 「情報碁礎」の履修にあたっての課題

平成 5年度からの「情報基礎」の履修の開始に際して、現場には今後解決されなければ

ならない数々の課題が存在している。そこで図18に、現場において解決を急がなければな

-234 -



らない課題について回答を得た結果を示す。
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図18 解決を急ぐ課題 （複数回答）
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図19 研修経験 （複数回答）
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図20 希望研修内容

これによると多くの教員が、施設、設備の整備充実と共に、この領域に対する指導力を

身につける目的から、教員の研修を上位の解決課題として指摘している。図19、20は、教員

の「情報基礎」領域に関する研修経験と、今後研修を受ける際の希望する内容についての

回答結果を示している。研修には、教育委員会主催のものをはじめとして多くの教員が参

加しているが、今回の調査により、回答者のうち30.5％の教員が研修経験のないことがわ

かった。なお研修に参加する際の希望する内容としては、今日までコンビュータに対する

操作経験のある教員は、専門的な内容を希望しているが、約半数近くの教員は、今後「情

報基礎」を指導するために必要となる知識、技能を身につけるための総合的な研修を望ん

でいることもわかった。

4.おわ り に

アンケート調査を山口県内の全公立中学校194校の技術科教員に対して実施し、そのうち

128名の教員から回答を得ることができた。これら回答者の中には、許可免許での担当者も

含まれているが、その集計から次の結果が得られた。

(I)山口県においては、技術科担当教員は不足傾向にある。特に小規模校においては、許可

免許による担当者が多い。回答を得た技術科教員については、 「木材加工」、 「軍気」な

どの領域を得意とし、新設領域である「情報基礎」については、不得意な領域として位置

づける教貝が多い。

(2)コンピュー タの操作経験については、総じて若い年代層にその比率が高く認め られる。
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一方、全回答者のうち25.0％の教員は操作経験がなく 、50オ代以上でその比率が高い。

(3)技術科担当教員が今日まで習得あるいは使用しているプログラミング言語は、 BASI

Cが主である。

(4)平成 5年度における「情報基礎」の選択については、選択希望39.8%、選択を考慮中

49.2％である。この領域を指導する上で重視する観点としては、コンピュータの「操作」

「しくみ・構成」を上位にあげ、 「役割 ・影響」 「情報モラル」については教員の意識が

低い。

(5)指導計画については、全ての生徒を対象に、第 3学年において35時間で履修させる希望

が多い。 しかもその内容は、ソフトウェア主、ハードウェア従の傾向がみられる。

(6)プログラミングの学習については、 31.3％の教員が希望している。 しかし、 46.9％の教

員は知識、技能をはじめその指導内容から考慮中であると回答している。その際使用する

プログラミング言語は、 62.5％がBASICを希望している。

(7)回答を得た教員の30.5％は、研修経験をもっておらず、研修内容としては、 「情報基

礎」に直接かかわる「総合的研修」についての希望が多い。平成 5年度からのこの領域の

指導に向けて、物的な面と共に研修制度の充実による人的な面での条件整備が急がれると

ころである。
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